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第39号

　七夕飾りをするために、大柿町柿浦地区の「お茶の間サロ
ンみなとキッチン」へ行ってきました。そこにはいつもの仲
間が集結しており、参加者の１人が山から取ってきた笹に、
短冊や折り紙で作った色鮮やかな七夕飾りを、みんなでワイ
ワイと取り付けました。
　完成した七夕飾りは、柿浦地区内の４店舗にプレゼント♡
受け取られたお店の方々は「今年もありがとね｣｢すぐ入り口
に飾るね」と喜んでくださり、一気に華やかな柿浦通りに大
変身！サロンの中にとどまらず、地域にも広がる取り組みが
多い事はお茶の間サロンみなとキッチンならではなのです。

今年も開催！七夕会
� 完成品は地域の商店へ♡ ◆表紙：お茶の間サロンみなとキッチン「七夕会」

◆P.２：2023年度の事業報告

◆P.３～４：2024年度の事業計画

◆P.５：自立支援センター「あおぞら」トピックス

◆P.６：寄付・ご案内

◆◇ 社協だより第39号もくじ ◇◆
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２
０
２
３
年
度
は
、
４
年
間
続
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
へ
の
移
行
、
社
会

情
勢
の
変
動
に
よ
る
物
価
高
騰
、
能
登
半
島

地
震
の
発
生
等
、
先
々
を
予
測
す
る
こ
と
が

難
し
い
情
勢
で
し
た
が
、
安
定
し
た
法
人
運

営
に
向
け
て
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

法
人
運
営
事
業
で
は
、
２
０
２
４
年
４
月

か
ら
運
用
開
始
す
る
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
試
験

的
に
導
入
し
て
、
労
務
管
理
の
業
務
効
率
化

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
弁
護
士
や
社
会
保

険
労
務
士
と
顧
問
契
約
を
交
わ
す
こ
と
で
、

法
的
根
拠
に
基
づ
く
契
約
・
労
務
・
社
会
保

険
等
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
社
協
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
事
業
で
は
、
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
支
援
と
し
て
職
員
を
派
遣
し
ま
し

た
。
ま
た
、
生
活
困
窮
や
社
会
的
孤
立
な
ど

複
合
化
・
複
雑
化
し
た
生
活
課
題
が
増
え
る

な
か
で
、
変
化
が
激
し
い
社
会
情
勢
に
も
対

応
で
き
る
地
域
福
祉
の
あ
り
方
を
模
索
し
ま

し
た
。

　

在
宅
福
祉
事
業
で
は
、
利
用
者
の
意
向
を

大
切
に
し
た
介
護
保
険
等
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
や
感
染
症
な
ど
緊

急
事
態
発
生
時
に
損
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
毎
に
業
務
継
続
計

画
を
策
定
し
て
、
事
業
の
継
続
や
早
期
復
旧

を
図
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
て
、
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
住
民
、
行
政
及
び
関
係
機
関
等

と
連
携
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
と
決
算
が
６
月

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
と
決
算
が
６
月
1212
日
の
理
事
会
、

日
の
理
事
会
、

６
月
６
月
2727
日
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
の
概
要

科　　　　目 予算額 決算額 科　　　　目 予算額 決算額

収
入
の
部

会費収入 1,700 1,592

支
出
の
部

人件費支出 351,892 348,852寄付金収入 4,800 4,312
経常経費補助金収入 47,451 47,405 事業費支出 55,819 55,253受託金収入 43,959 44,067
貸付事業収入 1,500 378 事務費支出 55,572 51,398事業収入・負担金収入 23,563 22,856
介護保険収入 270,497 252,375 就労支援事業支出 13,058 13,057

　居宅介護支援事業
　訪問介護事業
　通所介護事業
　福祉用具貸与事業

60,425
38,698
101,516
69,858

55,893
34,168
96,986
65,328

貸付事業支出 500 242
助成金支出 4,367 4,366
負担金支出 50 47
その他の支出 0 0
事業活動支出計 481,258 473,215

就労支援事業収入 10,500 10,105 固定資産取得支出 3,173 3,046
障害者福祉サービス等事業収入 81,439 82,589 ファイナンス・リース債務の返済支出 404 404
受取利息配当金収入 85 4 施設整備等支出計 3,577 3,450
その他の収入 2,126 2,097 基金積立資産支出 27 1
事業活動収入計 487,620 467,780 積立資産支出 4,007 4,000
施設整備等補助金収入 0 0 事業区分繰入金支出 0 0
施設整備等収入計 0 0

拠点区分・サービス区分繰入金支出 0 0積立資産取崩収入 0 0
事業区分間繰入金収入 0 0
拠点区分・サービス区分間繰入金収入 0 0 その他の活動による支出 1,610 1,609
その他の活動による収入 2,916 2,916 その他の活動支出計 5,644 5,610
その他の活動収入計 2,916 2,916 予備費支出 491 0
当期収入計 490,536 470,696 当期支出計 490,970 482,275
前期末支払資金残高 160,461 160,460 当期末支払資金残高 160,027 148,881

合　　　　計 650,997 631,156 合　　　　計 650,997 631,156

一般会計資金収支計算書 単位：千円
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２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
と

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
と

予
算
が
３
月

予
算
が
３
月
1414
日
の
理
事
会
で
同
意
、

日
の
理
事
会
で
同
意
、

３
月
３
月
2828
日
の
評
議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
の
評
議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
方
針

　

２
０
２
３
年
５
月
８
日
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と

同
じ
５
類
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

各
分
野
に
お
い
て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
徐
々
に
会
議
や

行
事
等
が
再
開
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
４
年
度
は
介
護
・
障
害

分
野
で
多
く
の
制
度
改
正
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
の
抱
え
る
課
題
に
対

し
て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
新
た

な
制
度
と
既
存
資
源
等
を
活
用
し
た
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
と
新
た
な
福

祉
課
題
の
把
握
に
努
め
、
行
政
や
関
係
機

関
等
と
連
携
し
た
地
域
福
祉
事
業
及
び
在

宅
福
祉
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
事
業
で
は
、
地
域
住
民
の
複

雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
開
設
し
た

「
地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
も

に
」
が
主
導
的
な
役
割
を
担
い
、
江
田
島

市
と
協
働
し
て
「
地
域
共
生
社
会
」
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
多
様
化
し
て
い
く
社

会
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
中
核

機
関
を
立
ち
上
げ
、
常
に
権
利
擁
護
意
識

を
持
ち
、
必
要
と
さ
れ
る
地
域
福
祉
活
動

を
提
供
し
ま
す
。

　

在
宅
福
祉
事
業
で
は
、
制
度
改
正
に
柔

軟
に
対
応
し
て
、
安
定
し
た
法
人
運
営
の

た
め
の
経
営
改
善
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
良
質
な

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
感
染

予
防
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
、
介
護
人
材

確
保
及
び
働
き
方
改
革
の
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
は
「
江
田
島
市
社
協
第

四
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
。
施
策
の
推
進
状
況
を
振
り

返
り
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
の
「
江
田
島

市
社
協
第
五
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の

策
定
に
向
け
て
、
各
事
業
が
連
携
し
、
地

域
福
祉
活
動
計
画
の
目
的
で
あ
る
「
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
行
政

と
の
連
携
を
強
化
し
、
住
民
参
加
・
協
働

に
よ
る
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
を
基
本
方
針
と
し
て
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
一
層
の
地
域
福
祉
の
増
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
計
画
の
概
要

一般会計予算の事業内訳 単位：千円
在宅福祉事業拠点 404,973
障がい者生活支援センター事業サービス 26,585
自立支援センター事業サービス 131,427
介護保険通所介護事業サービス 159,900
障がい者日中一時支援事業サービス 1,235
介護保険訪問介護事業サービス 47,050
障がい者居宅介護事業サービス 10,022
生活困窮者自立支援事業サービス 15,650
資金貸付事業サービス 6,678
生活福祉資金貸付事務サービス 400
フオローアップ支援等事務 6,026

公益事業 151,956
居宅介護支援事業サービス 86,127
福祉用具貸与事業サービス 65,829

合　　　　計 701,357

一般会計予算の内訳
一般会計収入の部

7億135万7,000円

前期末支払資金残高
160,461千円

その他の活動による収入
2,916千円

事業区分
繰入金収入
9,623千円

積立資産
取崩収入
4,000千円

会費・寄付金収入
2,400千円

経常経費補助金収入
53,325千円

受託金収入
45,316千円

負担金収入
16,446千円

事業収入
8,390千円

介護保険収入
286,819千円

障害福祉サービス等
事業収入
78,862千円

拠点区分間・
サービス区分間
繰入金収入
18,259千円

受取利息配当金
・その他の収入
2,060千円

就労支援事業収入
10,980千円

貸付事業収入
1,500千円

一般会計支出の部

7億135万7,000円

当期末支払資金残高
160,461千円

予備費
314千円

その他の活動による支出
1,675千円

人件費支出
357,877千円

事業費支出
55,380千円

事務費支出
67,757千円

就労支援事業支出
10,980千円

貸付事業等支出
1,500千円

助成金支出
4,170千円

負担金・
その他の支出
50千円

基金積立資産・
積立資産支出
3千円

拠点区分間・
サービス区分間繰入金支出
27,882千円

固定資産取得
支出・
ファイナンス
リース債務の
返済支出
13,308千円

会計区分 予算額
社会福祉事業 549,401
法人運営事業拠点 84,119
法人運営事業サービス 77,242
施設管理事業サービス 540
退職金積立事業 6,337

地域福祉事業拠点 60,309
権利擁護センター事業サービス 30,139
ボランティアセンター事業サービス 1,802
地域福祉活動推進事業サービス 9,180
安心生活創造推進事業サービス 9,075
生活支援体制整備事業サービス 1,773
共同募金配分金事業サービス 3,900
無料職業紹介事業サービス 4,440
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具
体
的
な
事
業

１　
　
法
人
運
営
の
適
正
化
と
組
織
の
機
能
強
化

○　

事
務
局
体
制
・
各
事
業
の
効
率
的
な
運
営
を
推
進

○　

人
材
育
成
に
よ
る
高
品
質
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
実
現

○　

�

「
働
き
方
改
革
」
に
沿
っ
た
職
員
の
健
康
増
進
や
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
向
上
な

ど
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
推
進

○　

�

災
害
・
感
染
症
発
生
等
緊
急
時
に
備
え
た
職
員
の
配
置
体
制
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続

計
画)

の
更
新

○　

�

江
田
島
市
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る
と
共
に
、
総
合
相
談
を
推
進
す
る
た

め
、
江
田
島
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
職
員
３
名
出
向

○　

�

広
報
誌
等
に
よ
り
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
広

く
情
報
開
示

○　

�

地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
効
果
的
・
革
新
的
な
事
業
の
推
進
及
び
次
世
代
の
職
員

育
成
を
目
的
と
し
た
「
見
え
る
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
と
運
営

２　
総
合
相
談
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制
整
備
及
び
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

○　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

〇　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
（
え
が
お
え
た
じ
ま
応
援
セ
ン
タ
ー
）

○　

し
お
か
ぜ
ネ
ッ
ト
事
業

○　

江
田
島
市
被
災
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
事
業

○　

安
心
生
活
創
造
推
進
事
業

　
　
　

【
江
田
島
市
買
物
支
援
事
業
「
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
え
た
じ
マ
ー
ト
」
】

　
　
　

【
江
田
島
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

○　

江
田
島
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
事
業

○　

無
料
職
業
紹
介
事
業

○　

障
害
者
相
談
支
援
事
業

○　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
（
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え
た
じ
ま
）

○　

権
利
擁
護
事
業
（
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
え
た
じ
ま
）

○　

日
常
生
活
相
談
事
業
（
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設
な
ど
）

３　
質
の
高
い
在
宅
福
祉
事
業
の
実
施

○　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

【
居
宅
介
護
支
援
事
業
】

　
　
　
　

・
江
田
島
市
社
協
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
　

【
訪
問
介
護
事
業
】

　
　
　

・
江
田
島
市
社
協
訪
問
介
護
事
業
所

　
　

【
通
所
介
護
事
業
】

　
　
　

・
江
田
島
市
社
協
の
う
み
通
所
介
護
事
業
所

　
　
　

・
江
田
島
市
社
協
お
お
が
き
通
所
介
護
事
業
所

　
　

【
福
祉
用
具
貸
与
及
び
販
売
事
業
】

　
　
　

・
江
田
島
市
社
協
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所

○　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

○　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

【
計
画
相
談
支
援
、
地
域
移
行
支
援
、
地
域
定
着
支
援
、
等
】

　
　
　

・
江
田
島
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

【
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
、
生
活
介
護
、
就
労
移
行
支
援
、
等
】

　
　
　

・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら

　

○　

江
田
島
市
老
人
福
祉
施
設
等
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
の
機
能
強
化

４　
　
そ
の
他
の
事
業

　

○　

貸
付
事
業
の
実
施

　

○　

社
協
会
費
・
寄
附
金
の
効
果
的
な
活
用

　

○　

広
島
県
共
同
募
金
会
が
実
施
し
て
い
る
募
金
活
動
業
務
等
の
協
力

　

○　

日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
（
江
田
島
市
地
区
）
団
体
事
務

　

○　

福
祉
人
材
育
成

　

○　

そ
の
他
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
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